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＜連絡事項＞

・環境整備担当スタッフが巡回した際に、リネン庫の冷房がついたままになっていました。またスチール棚の上の乱雑さが目立っています。環境整備と節約を意識しながら業務を行っていきましょう。

・準夜業務にて半券のカルテへの貼り付けが出来なかった際は、深夜帯へ申し送りを行い、深夜帯で半券の貼り付けを行っていきましょう。

・給水機の下から水漏れが見られていた為、本日朱夏にみてもらいました。受け皿が詰まっていた事が水漏れに繋がった為、今後は定期的な受け皿の掃除を行っていきましょう。

・猪股Drの患者様の活動・作業療法の不参加届けについて、猪股Drが不在の日は、当日勤務している医師から許可をもらうようにして下さい。

・ベッド破損があった際は、医療機器検討委員会スタッフの戸賀沢Nsに報告して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・梅内　福志様～本日9:00から15:00まで娘様付き添いにて外出に行かれています。帰院時には娘様に外出中の本人様の様子を聞くと共に、危険物の持ち込みがないか確認していきましょう。

・藤井　純子様～本日11:30から10/5(金)17:00まで外泊予定となっています。帰院時は危険物の持ち込みがないか確認していきましょう。

・木村　ミワ様～本日、前回と同内容にて臨時薬が7日分処方されています。

・山口　冨蔵様～昨日から護送の対象となっています。

・石塚　忠隆様～本日、母様より電話があり洗濯物を家族洗濯にしたいとの希望が聞かれていました。スタッフより西病棟では患者様自身が洗濯を行う事も訓練のひとつである事を説明すると納得され、後日洗濯用品を持ってくるとの事です。

・栗谷川　慎平様～本日兄嫁様より電話があり、外出泊訓練の日程は10/10(水)10:00から15:00、10/20(土)15:00から10/21(日)10:00、11/3(土)15:00から11/4(日)10:00であれば可能との事です。主治医に上記日程で、外出泊届けを提出しています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・坂本　健治様～本日は拒否無く日課を行う事が出来ており、余暇時は他者との交流がみられています。スタッフの声掛けに対しては「知っている人も多いので、病棟にも慣れました」と穏やかに話されています。スタッフが一緒にいない際や作業中には空笑がみられる為、現実的な促しを行うと共に、転棟に伴う精神症状の変化にも注意して観察していきましょう。

・石塚　忠隆様～日課は拒否無く行う事が出来ていますが、スタッフの声掛けがないと次の行動に移る事がなかなか出来ない状態です。その為、都度スタッフから声掛けを行い、次の行動を促して行きましょう。またスタッフが声掛けを行わない限り、自身の考えを話さない方の為、本人様が自発的な訴えを行えるような関わりを行っていきましょう。

＜川端Dr診察＞

・佐々木　康子様～先日の外出について「恐怖感もなく楽しかった」と話されています。主治医より今後も機会を見つけて外出訓練を続けるよう本人様に話されています。

・阿部　文香様～体重増加がみられる為、今後はこれ以上体重が増加しないよう観察、適宜指導を行うように指示出ています。

・清川　厚子様～診察にて、現在実施しているセルフモニタリングを毎日スタッフが確認しサインする事、外出時は本人様が外食を希望しても外食はさせない事について主治医より指示が出ています。また作業や活動の途中退席はすべて不参加扱いとし、本人様が自主的に参加出来るよう継続して指導を行うようにとの事でした。

・宮本　健蔵様～診察にて、本日20:00までに排便がない際は、桃核承気湯（漢方製剤）を服用し、10/5（金）15:00までに排便がない際は、グリセリン浣腸を（下剤）200mlを行うよう予測指示が出ています。その後も排便の観察を継続して行って下さい。桃核承気湯（漢方製剤）1T 1×vds/1Tが、臨時処方となっています。

・山下　拓也様～前回と同内容にて臨時薬が6日分処方されています。以後、定期となります。

・梅内　福志様～診察にて外出時に強い疲労感がある事を本人様が主治医に話されています。主治医より16:00から体育館が使用可能な為、体力作りの為に体育館で運動を行うよう勧めています。また、湿疹の軟膏処置、点眼の継続指示がでています。本人様より排便困難の訴えあり、排便－2日目にセンナリド（下剤）1T 1×vds 服用の予測指示が出ています。本日センナリド（下剤）1T 1×vds/ 6Tが臨時処方されており、以後定期となります。ヒアレイン点眼薬（角膜治療薬）0.1％　１本が臨時処方となっています。

・向井　敦子様～今後の予定

　　　　　　　　・10/18（木）症例検討会

　　　　　　　　・10/25（木）15:30～　地域復帰支援検討会

　　　　　　　　・10/26（金）退院前訪問指導

　　　　　　　　・10/31（水）退院予定(外来通院1回/2週)

　　　　　　　　自己服薬管理を行うようにとの主治医からの指示あり、自己服薬管理を

　　　　　　　　行う為の服薬ボードをスタッフと共に外出して購入する予定となってい　

　　　　　　　　ます。また今後禁煙予定となっていますが、現在喫煙されている事につ

　　　　　　　　いて主治医が確認すると磯島様から煙草を貰っていると話されています。

　　　　　　　　他者トラブルの原因となる為、どうしても吸いたい際は、自身で購入さ

　　　　　　　　れるよう説明を受けています。

・戸賀沢　潔様～10/14（日）にコーヒーを購入予定であり、以後本人様の自己管理となる

　　　　　　　　為、しっかりとコーヒーを自己管理出きるようスタッフから指導をして

　　　　　　　　いくよう主治医より指示出ています。

・江刺家　陽輝様～本日の診察にて9/29（日）の朝、立ちくらみがあったとの発言あり、指示にてシェロンテスト実施しています。本人様より軽い立ちくらみの訴え聞かれていますが今後も本人様の訴えを傾聴し、適時シェロンテストを実施して下さい。

＜症例検討会＞

梅内福志様の症例検討会を実施しています。
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開催日：Ｈ24年10月4日

時間：13：30～14：00

報告書（症例検討会2回目）

チームメンバー

Ａチーム

高橋　正臣・白川　千春・戸賀沢　眞貴子・三浦　真美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ24年10月4日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　三浦　真美

　

基礎情報

氏名：梅内　福士様　（男性：63歳）　病名：アルコール精神病

入院年月日：Ｈ24年7月25日　　　　　　　　　当院１回目

入院形態：医療保護入院

退院予定年月日：11月中旬　　　　　　　　退院予定先：自宅

抽出された問題点

・身体症状が悪化する可能性。

・退院後の支援が定まっていない。

・自宅退院に伴い、自宅の点検・修繕が必要。

・理解力の低下があり、アルコールプログラムの介入方法を見直す必要がある。



検討された支援内

容と今後の方針

＜医師の方針＞

・退院後の住居が定まれば退院。(1～2ヶ月を目途とする)



・身体症状が悪化する可能性。

→身体症状の観察の継続と抗精神病薬による副作用の出現に注意する。

・退院後の支援が定まっていない。

→退院後の具体的な生活設定をし、本人のニーズと客観的なニーズを合わせて退院

後の利用する支援について検討する。今後妹様との面談を実施し、退院後の方向性

について決めていくこととする。

・自宅退院に伴い自宅の点検・修繕が必要。

→1～2ヶ月を目途とした退院のため、来月中旬位には修理が完了するよう娘様へ依

頼する。

・理解力の低下があり、アルコールプログラムの介入方法の見直す必要がある。

→メモをとり、それを見せることで内容を思い出す事はできているので、実施時は

メモをとっていただく。また視覚的な情報の方が記憶できる為、ビデオ学習中心の

プログラム内容を繰り返し行っていく。

・生活保護受給中

・現在、町営住宅申し込み中

・Ｈ24年11月1日　第３回症例検討会実施予定とする。


